
令和５年度 第９回崇化館地域会議 会議録 

■日 時  令和５年１２月１９日（火） 午後６時３０分～午後７時３０分 

■場 所  崇化館交流館 ４階 第２会議室 

■出席者 ＜委 員＞ 板倉 しをり 川澄 明美 芝田 美知子 谷口 和幸 

  戸田 博基 中川 隆英 永山 慎二 二宮 昇平 

  野々垣 順子 服部 啓二 羽根田 憲生 本多 鋭孝 

  三浦 健 渡邊 元   

 ＜欠 席＞ 高橋 通郎 武知 幸雄   

 ＜交流館＞ 近藤 かおる（崇化館交流館 館長）  

 ＜関係職員＞ 太田 稔彦（市長） 辻 邦惠（企画政策部長） 

  中川 さゆり（自治推進室 室長） 今村 広和（都市計画課 主幹）

  宮川 恭子（企画課 担当長）  

 ＜事務局＞ 岡本 裕之（地域支援課 課長） 松下 誠（地域支援課 副課長）

  山本 祐揮（地域支援課 担当長） 

■次 第    

開会 豊田市民の誓い唱和 

１ 開会 

２ 地域会議会長あいさつ  

３ 市長あいさつ 

４ 答申及び提言 

（１）答申書及び提言書の授受 

（２）答申書内容説明 

（３）提言書内容説明 

（４）質疑応答及び意見交換 

５ その他連絡事項 

６ 閉会 

■議 事（要約） 

４ 答申及び提言 

（２）答申書内容説明 

   副会長から答申要旨を説明 

（３）提言書内容説明 

   副会長から提言要旨を説明 

（４）質疑応答及び意見交換 

   別紙のとおり 

５ その他連絡事項

   ・今後の地域会議の開催予定について確認した。 

≪今後の予定≫ 

●令和５年度 第１２回崇化館地域会議 （第１０回、１１回は中止） 

日  時：令和６年３月１９日（火）午後６時３０分～ 

場  所：崇化館交流館 ４階 第２会議室 

備  考：第１０回、第１１回は中止とします。 



第９回地域会議 質疑応答 議事録 

委員  水害に対する日ごろの備えと別で、新たにダムを建設すれば豊田市の水害の

課題も解消されると思うがどうか。 

市長  全国一律で同じような状態となっており、すぐにハード整備を望めない状況を

勘案すると、やはり、日ごろの備えが大事だと思う。 

 今年の６月２日の大雨は、平成１２年の東海豪雨の雨量を超えるとの予想も

あり、大変危機的な状況だった。 

 避難広報をする予定もあったが、この時は幸いにして、線状降水帯が豊田市を

通らなかったために難を逃れた。 

 ６月２日の大雨では、たまたま風向きによって豊田市に水害が起こらなかった

だけということもあるため、危機感は常に持っていたい。 

 そういう状況を踏まえると、提言にあったが、タイムラインを地域ごとにきめ

細やかに対応するという指摘はもっともなことだと感じた 

 当面は、マイタイムラインの啓発にみられるような、市民への呼びかけ活動に

並行して、県や市でも、矢作川の河川敷の環境整備や矢作川鵜の首地区の水位

低下対策事業や矢作ダムの浚せつなど、必要なハード事業について鋭意進めて

いく。 

委員  崇化館地区で自動運転バスの試験走行が行われているが、これに関する展望を

知りたい。 

市長  自動運転にも段階があり、いま行われているのは、レベル２といって運転手が

同乗する形での走行となる。また、横から人や車が飛び出してきた時、どう

反応するかなどを検証している。 

 陸上の交通だけに限らず、豊田市内を拠点として空飛ぶクルマの開発も行われ

ており、これについても、最終的には運転が自動になると聞いている。豊田市

で人の移動に関するあり様が変わってきている状況が確認できる。 

 今回、提言を受けた水害のような切実な課題に対する話題のほかに、豊田市に

は未来志向の明るい話題に事欠かない。子どもたちに夢のある未来の話題を積

極的に伝えていきたい思いである。 

委員  今年は、豊田市では、「地域共生社会推進全国サミット ｉｎ とよた」や「子ど

もの権利条約フォーラム２０２３ ｉｎ とよた」など、全国規模のイベントが

多く開催された。 

 市民活動をしている関係でこれらのイベントに参加したが、それぞれの分野の

ことがよくわかり、非常に勉強になった。 

 また、豊田市で行われている市民活動を全国に発信する機会となったため、

非常に誇らしくも思えた。 

市長  コロナ禍もあり、社会全体の雰囲気に停滞感があったことから、社会を活気

付けたい思いもあり、全国的なイベントの招致を積極的に行ってきた。 

別紙



 （答申の総括として）今回の第９次豊田市総合計画の方向性に係る諮問に

対する答申について、現時点で肯定的に捉えてもらい感謝している。 

 答申で指摘をうけた、計画内に使用されている言葉のわかりづらさや、子ども

たちへの啓発については、今後、同計画の策定の中で参考にしたいと思う。 


